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富岡どんとまつり 隔年開催される富岡市の祭り。「おどり流し」と「山車とおどりの競演」が行われます。10月18・19日開催。
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「職業奉仕」・「米山月間」にあたって

　　

会長、幹事、そして、すべてのロータリアンの皆さま、
爽やかな秋の好時節となりました。各クラブにおかれましても、いよい
よ本格的な活動期に入ったことと思います。
私も、公式訪問、各種研修セミナーで日々、熱い思いを持つロータリー
の仲間と接する機会に恵まれております。各地区では今月から地区大会
が始まります。ご縁の深い地区に出席して 2840 地区の PR に努めてい
きたいと願っております。

　さて、１０月は「職業奉仕月間」・「米山月間」です。

　ときどきロータリー活動の原点である「職業奉仕」について “よく理解できない” という声を聞く
ことがあります。社会奉仕は、社会に対して奉仕することですから、意味合いがはっきりしていま
すし、理解もしやすいと言われています。ところが職業奉仕ではどうでしょうか。皆さんは「職業奉仕」
と聞いて何をイメージされるでしょうか。職業に対する奉仕でしょうか？　それとも何か別の意味
合いを持っている事柄なのでしょうか？

　私たちが普段使う｢職業（Vocation）」という言葉は、一般に、生計の為の仕事、家業、生業、生
きる為の収入を得る手段と受け止められています。つまり自分の為でもある経済行為を指していま
す。他方、｢奉仕（Service）」という言葉からは、自分のことよりも他の人や公共の為に尽くすことを
思い浮かべるところがあります。したがって、日常使う「職業」と「奉仕」という言葉には相反するニュ
アンスがあるようです。ロータリーでは、この二つの言葉を合わせ「職業奉仕」としたので解釈が
むずかしくなったのかもしれません。

　思うに「職業奉仕」ということを理解することは、ロータリアンとして、とても重要なことです。
当地区の年度テーマ “ロータリーの心と原点を学ぶ” ことに直接つながります。結論を急げば、「ロー
タリーとは、利己と利他の調和を目的とする哲学」であると１９２３年の決議２３－３４号の第一
項に記されています。ロータリーの綱領（目的）の「有益な職業の基礎に奉仕の理想を置く」とい
うことの根幹には「利己と利他の調和」があると思います。

　近年、皆さんご承知のように、企業の不祥事が続いています。その経営者がロータリアンで無い
ことを願うばかりですが、残念ながら問題を起こす著名な企業のなかにロータリアンがいた事もま
た事実であります。先般、私たちのメンバーのひとりが、「我々が問題にすべき点はこうした不正を
起こす経営者がロータリアンであることも勿論だが、その事自体が社会からもマスコミからも何ら
注目もされず、非難もされない。このことの方がロータリーとしては問題ではないか！」という発
言をされました。私たちは社会の規範として自他共に認められる存在でなければならないというこ
とだと受け止めました。
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　これまで多くの研修を重ねて参りましたが、９月６日には、「四大奉仕セミナー」に講師として田
中毅パストガバナーをお迎えすることができました。会長・幹事・職業奉仕委員長・その他、総勢
２３０名の参加を得て、盛大且つ内容の濃い研修でした。田中先生は、職業奉仕についてアーサー
F．シェルドンの偉大な貢績を中心にお話くださいました。同時に、四つのテストの創案者、ハーバー
ド・テーラについても、深く心に残るかたちでのご教示がございました。

　その成果をふまえて私は強く訴えたいのです。私たちロータリアンには四つのテストという簡潔
で奥行きの深い珠玉の《自己を省みる指針》が用意されています。

真実かどうか　　　　　　　

みんなに公平か　　　　　　

好意と友情を深めるか　　　

みんなのためになるかどうか

どうかこの四つのテストを参照しながら「職業奉仕」について、じっくり

考えてみる一ヶ月間にしていただきたいものです。

　「職業奉仕月間」・「米山月間」に当たって、皆さまの一層のご活躍をさらにご期待申し上げる次第
です。

　国際ロータリー第２８４０地区
　　　２００８－２００９年度

ガバナー
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◆今月の地区の主要行事◆
1. ライラ研修
　日　時
　会　場
　対象者
　
　
　登録料
2.GSＥ受入（RID3700 韓国）
　日　程
　詳　細
3. 第 2 回ガバナー諮問委員会
　日　時
　会　場
　対象者

◆今月の周年行事開催クラブ◆
1. 前橋ロータリークラブ
　開催日
　会　場
　周　年

：２００８年 10 月 4 日（土）・5 日（日）　受付開始 10：30　開始式 13：00
：群馬県立妙義少年自然の家（０２７４－７３－２１０１）
：①１４歳から３０歳くらいの男女（米山奨学生・留学生・交換学生は必須）
  ②各クラブ新世代奉仕委員長、ライラ委員長、留学生のカウンセラー
  ③各クラブより推薦の研修生男女
：１名　9,000 円

：２００８年１０月１３日（月）～２００８年１１月１０日（月）
：次ページに記載

：２００８年１０月１９日（日）　受付開始１５：３０　開始時間１６：００
：前橋マーキュリーホテル（０２７－２５２－０１１１）
：ガバナー、ガバナー諮問委員、ガバナーエレクト、地区幹事、地区財務委員

：２００８年１０月７日（火）
：前橋マーキュリーホテル
：５５周年

今月のご連絡
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　ＧＳＥ受入につきまして各分区・ホストクラブのご協力をいただき下記のとおり日程が決まりま
した。　

１.

２.

３.

４.

相手地区

ＲＩ２８４０地区受入日程

来訪チームメンバー

地区としての予定

ＲＩ３７００地区（大韓民国　大邱市）

10 月 13 日（月）～10 月 18 日（土）　第 4 分区　ホストクラブ　館林ＲＣ
10 月 18 日（土）～10 月 23 日（木）　第 2 分区　ホストクラブ　伊勢崎ＲＣ
10 月 23 日（木）～10 月 28 日（火）　第 1 分区　ホストクラブ　前橋東ＲＣ
10 月 28 日（火）～11 月 02 日（日）　第 5 分区　ホストクラブ　沼田ＲＣ
11 月 02 日（日）～11 月 07 日（金）　第 3 分区　ホストクラブ　高崎北ＲＣ
11 月 07 日（金）～11 月 11 日（火）　第 6 分区　ホストクラブ　富岡中央ＲＣ

団長　李　貞常　（イ　ジョンサン）
団員　林　虎　　（イム　ホ）
　　　林　秀珍　（イム　スジン）
　　　金　奎兌　（キム　キュテ）
　　　李　瓊旻　（イ　キョンミン）

①　１０月１３日（月）
②　１０月１４日（火）
③　１１月　５日（水）
④　１１月　８日（土）
⑤　１１月１１日（火）

　　　　女性
　　　　男性
　　　　女性
　　　　男性
　　　　男性

空港まで出迎えて、第 4 分区まで送ります。
歓迎会　（第 4 分区と委員会とで、相談いたします）
ホストファミリーとの集い
地区大会
帰国見送り (11 月 13 日の可能性もある )

研究グループ交換（ＧＳＥ）受入スケジュール
2008－09 年度

ＧＳＥ委員長　内山　均
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

松倉ガバナーを囲んで

　平成２０年８月２５日（月）桐生倶楽部に於きまして松倉紘洋ガバナーの公式訪問が行われました。
当日は小雨模様の中、ガバナー自ら運転をされ、午前１１時少し前には到着をされ、まずは約１時
間程度の懇談会を行いました。懇談会参加者は桐生ロータリークラブが会長、幹事、会長ノミニー、
地区役員、新世代奉仕委員長、研修担当、米山奨学生カウンセラーと集まり、松倉ガバナー・町田
ガバナー補佐と肩の張らない懇談会が行われました。懇談会の後はパストガバナーの案内で、大正
７年建設という桐生倶楽部の建物の紹介や、桐生ロータリークラブが設立以後一貫して桐生倶楽部
を使用し続けている経緯などの説明がなされました。その後食事を取り、１２時３０分より例会行
事が行われ、その中では松倉ガバナーより講話をいただきました。ＲＩ会長の方針も含め更にご自分
の感覚をも大事にされた中のわかりやすいお話で、一般会員にも意義深いものとなりました。例会
終了後桐生倶楽部大広間にて記念撮影が行われ、午後２時に予定通り終了となりました。

桐生ロータリークラブ　ガバナー公式訪問報告
桐生ロータリークラブ　　会長　疋田　博之

幹事　松島　宏明
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

松倉ガバナーの講話

8 月 6 日 ( 水 )　当クラブ例会に

ガバナーをお迎えし、

ガバナーと共に、

「ロータリーの原点」を

考える、素晴しい時間を

持つことができました。

桐生南ロータリークラブ　ガバナー公式訪問報告
桐生南ロータリークラブ　　会長　高村　利久

幹事　押見新一郎
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

公式訪問の記念に「ハイポーズ」

　２００８年８月８日 ( 金 )、北京オリンピック開会式の記念すべき日に、松倉ガバナーをお迎えす
ることが出来た。
　午前１１時１５分、松倉ガバナーは、約束の時間ぴったりに例会場桐生プリオパレスにご到着され、
大間々高校インターアクトクラブと桐生西ローターアクトクラブ会長も加わり、町田裕一ガバナー
補佐始め、理事役員メンバーで、エントランスにてお出迎えをし、和やかな雰囲気の中で記念写真
を撮らせて頂いた。
　１１時３０分、ガバナーとの懇談会を、地区役員、インター、ローターの関係各位も同席して、
約１時間行った。
　１２時３０分、いよいよ例会開始の時間となり、ＳＡＡの号令で一同起立し、拍手で例会場にお迎
えした。
　ニコニコＢＯＸもロータリー財団も米山ＢＯＸも、松倉ガバナーを歓迎して大枚集まり、後２～
３回松倉ガバナーにおみえ頂ければ、目標額達成も容易いと各委員長が漏らしていた。
　そして、メインイベントのガバナー講話。たっぷり５０分間、心が洗われるようなありがたいお
話をたくさんお聴きすることができた。『ロータリーの原点に帰る』、『例会の重要性』、『ロータリー
アンの特権』等など･････。分かっていても実行出来なかったり、記憶の奥に仕舞い込んでしまった
りしていた事を、気づかせ、諭されたように思う。
　先ずは、他クラブにメイクに行って、他クラブから学び、ロータリーを活性化し、出席率の向上
を図り、会員増強に励む。早速実行に取り掛かる元気を頂いたように思う。 合掌

桐生西ロータリークラブ　ガバナー公式訪問報告
桐生西ロータリークラブ　　会長　田﨑　武夫

幹事　栗原　幸三
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

懇談会の様子

～松倉ガバナーを迎えて、心機一転～

　松倉ガバナーは、当日 11 時半には当クラブをご訪問いただきさっそくクラブ理事と懇談に入った。
ガバナーのお心使いで理事もあまり固くならず、率直な懇談ができた。
席上やはり当会も一番の悩みである会員数の減少について、今年度当クラブの勧誘方式をご説明し、
ご指導を頂いた。
続いて今年度目玉事業の食育教育を意識した、新世代奉仕委員会の「子どもたちの芋ほり事業」の
説明をしたところ、ガバナーのおほめの言葉を頂いた。
　続いて、例会場に席を移し、一般会員の出席のもとガバナーの講話をお聞きした。
講話は、ロスアンジェルス、サンジェゴの世界大会の様子など、日ごろロータリーにおいても異空
間の雰囲気を伝えていただき、日本の現状が如何に不安材料があるかをお聞きした。ＲＩ会長李東建
の「夢をかたちに」のテーマは「不衛生な環境と栄養失調」がそのターゲットであり、今ロータリー
は基本を忘れているという基本理念のお話には、大変感銘を受けて会員は聞き入っていた。
　ロータリアンは、選りすぐりの人たちである。誇りを持って人生道場に集い、基本に立ち返り、
魅力あるクラブ作りをしていただきたい。ロータリアンは、互いに気遣いながら魅力あるロータリ
アンになろうと結ばれました。
　最期にWCS 並びにポリオプラスのお話を付け加えられ、和やかな談笑のうちにも、クラブ員はそ
れぞれ、心機一転　魅力あるクラブ作りに精出そうという気運の芽生えた、有意義なガバナー訪問
となりました。　ガバナーに心より感謝を申し上げ報告とします。

桐生中央ロータリークラブ　ガバナー公式訪問報告
桐生中央ロータリークラブ　　会長　森下　正教

幹事　笠原　康利
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

グループ討論の様子

下井田委員長挨拶

松倉ガバナーを囲んで

松倉ガバナー挨拶

合同会議風景各高ＩＡクラブ現況報告

　８月２６日 ( 火 ) 桐生５ロータリークラブの中で最後の訪問クラブである桐生赤城ＲＣの例会場プ
リオパレスにて会長をはじめ理事役員他多数で松倉ガバナーをお迎えし、記念写真を撮り懇談会へ
とすすみました。懇談会ではガバナー補佐、会長、幹事、地区広報委員、会長エレクト、クラブ研修リー
ダー、会員増強委員長、ロータリー財団委員長が参加し、ガバナーからの質問、助言等、会員増強
を中心に有意義な時間を過ごせました。また国内外の友好クラブや自クラブの奨学金制度について
も松倉ガバナーへ報告、説明する時間もいただき懇談会を終了致しました。
　例会では松倉ガバナー、町田ガバナー補佐のテーブルを当クラブのパスト会長が囲み
厳粛に例会が行われ、ガバナーの講話ではロータリーの活性化と魅力あるロータリアンとしてどう
すべきかお話を伺い、時間を忘れあっという間に閉会の点鐘となりました。閉会後はガバナーを会
員全員で囲み記念写真を撮り公式訪問を無事に終了致しました。本年のご指導宜しくお願い致しま
す。

桐生赤城ロータリークラブ　ガバナー公式訪問報告
桐生中央ロータリークラブ　　会長　大川　一成

幹事　山崎　倫義
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ガバナー公式訪問報告　～第 2分区ー A～

松倉ガバナー合同歓迎会記念写真

　８月６日から始まった第２分区Ａ（桐生５ＲＣ）のガバナー公式訪問は、８月２６日桐生赤城ＲＣ
を以て終了し、同日夕方桐生プリオパレスホテルを会場にして歓迎会が開かれた。ガバナーは昼食
をはさんでの例会訪問後一度富岡のガバナー事務所に戻られ、午後６時頃に村上地区幹事と横山地
区会計長を伴って来桐された。歓迎会、祝宴担当幹事である桐生赤城ＲＣ会長の点鐘、会長歓迎挨拶、
来賓紹介、ガバナー、ガバナー補佐挨拶、会長点鐘に続いて祝宴に移った。ガバナー挨拶では、当
地区には昭和２８年創立の伝統ある桐生ＲＣがあることに敬意を表された。当地区の５ＲＣはそれ
ぞれに特徴があり、有益な奉仕活動を実施しているなどおおむね良い評価を頂いた。各クラブの卓
話で話された内容を含めながら、ロータリーの魅力、ロータリーやロータリアンであることの素晴
らしさが語られ、ロータリーは宝の山であり、海であるが、その宝はロータリアンが座して与えら
れるものではなく、自からが掘り起こし持ち帰るべきものであること、質の高いロータリアンにな
ることに自ら努力すること自体がロータリーの魅力を高めることにつながることなどが話された。
ガバナー補佐にも挨拶の機会が与えられた。今年度の公式訪問は通常の例会時間を延長し、卓話の
他に３０分間出席会員全員と例会場でリラックスして和気あいあいとした雰囲気の中で、膝を交え
て質疑応答、懇談の機会を設けたいとのガバナーからの事前の提案について、結果的に実現はしな
かったが、ロータリーの心と原点を深めてゆくというガバナーの基本的な姿勢と相俟って、その考
えの妥当性、新鮮さに感動しながら、ガバナー補佐として、各クラブの会員諸氏と一緒に実現に向
けて考えさせて頂いたことを報告した。結果的には卓話の２０分間延長ということになったのは惜
しい気持ちはあったが、その実現に協力的であった会員諸氏には心から感謝している。一方でこれ
もガバナーの配慮であり、卓話時間の２０分間延長はガバナーの地区運営にあたっての基本姿勢を
会員がより深く理解するのに役立ったであろうと述べさせて頂いた。
　その後宴会に移行した。宴会の出席者は６７名であった。楽しい雰囲気の中で、アトラクション
として桐生出身のマリサ・ジュリによるジャズミニコンサートがあり、よく知られた数曲の弾き語
りがあった。一曲が終わる毎にガバーは積極的に舞台に向かって声をかけ、拍手を送り、時に席を
離れ、他のテーブルで会話を交わし、心から楽し
んでおられた。また参加したロータリアン同士も
互いにクラブを越えて入り交じり、声をかけあい、
約２時間の会は「手に手つないで」の曲と共に和
やかに終了した。ガバナーは同行された村上地区
幹事の車に横山地区会計長と同乗して帰宅され
た。ちなみに村上幹事はアルコールには全く手を
つけなかったことを、ロータリアンの名誉にかけ
て付け加える。

桐生５ロータリークラブ合同歓迎会報告
第 2 分区－A ガバナー補佐　　町田　裕一
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　今年度の地区インターアクト年次大会が下記の内容で行われました。
『達人から学ぼう』の大会テーマのもと、講師の西田先生から「本物が持つ力と、それを見抜く眼力
が大切」といったお話しに大勢のインターアクターが耳を傾けていました。彼らが奉仕活動を通し
て立派に成長することを期待し、ロータリアンの皆様にもそれを見守り、ご支援いただきたいと思
います。

インターアクト年次大会報告
RI2840 地区　インターアクト委員長

　下井田秀一（桐生西ＲＣ）

日時　2008 年 7 月 26 日（土）　10：00 ～ 15：30
主催　群馬県立大間々高校インターアクトクラブ　　　　　　
プログラム
 ・歓迎の言葉
　
　
 ・式辞
 ・来賓祝辞
　
 ・講演　

 
 ・アトラクション　
 ・分科会

 ・お礼の言葉
・講評
・次年度ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ挨拶
・閉会の辞

群馬県立大間々高校　校長
　　同　　ＩＡクラブ会長
桐生西ＲＣ会長
ＲＩ2840 地区　ガバナー
群馬県教育委員会　教育長
みどり市　市長
「サーカスアーティストの育て方」
ＮＰＯ法人国際サーカス村協会代表
沢入国際サーカス学校校長　
沢入国際サーカス学校アーティスト
①サーカス入学体験講座　②マジック講座
③浴衣、和服着付け講座　④竹炭アート講座
群馬県立大間々高校 ＩＡクラブ会長
ＲＩ2840 地区 ＩＡ委員長
高崎健康福祉大高崎高校 ＩＡクラブ会長
群馬県立大間々高校 ＩＡクラブ副会長

出席者　人数・内訳
　インターアクター
　各校教師
　講師・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ演者
　来賓
　ロータリアン
　合計

  92 名　16 校
  23 名　16 校
    7 名
    2 名
  41 名
165 名

場所　桐生プリオパレス
提唱　桐生西ロータリークラブ

高瀬　昇
神山　友佳里
田﨑　武夫
松倉　紘洋
福島　金夫
石原　条

西田　敬一

神山　友佳里
下井田　秀一
井岡　友美
高草木　奈央

IA 年次大会出席地区役員 下井田 IA委員長挨拶
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　8 月 22 日指定校担当職員打合せ会がホテルメトロポリタン高崎で開催され、今年度の指定校１０
校のうち８校の担当職員が参加いたしました。
　地区からは、松倉紘洋ガバナー・　高木貞一郎米山記念奨学会常務理事・中繁基委員長他 8 名の
委員が参加いたしました。豊泉米山記念奨学副委員長の開会で始まり、松倉ガバナーの挨拶の後、
高木貞一郎米山記念奨学会常務理事よりパワーポイントを用いて丁寧な説明が約 40 分間あった。続
いて中繁委員長より挨拶を兼ね、重要な部分を重ねて説明がありました。

尚、詳細は下記の通り。

米山記念奨学会　指定校担当職員打合せ会開催報告
2008－09 年度

担当地区副幹事　小林　夏夫

・

・　
・

大学推薦制度の指定校
関東学園大学・共愛学園前橋国際大学・群馬県女子大学・上武大学
創造学園大学・高崎経済大学・高崎商科大学・東京福祉大学・計１０校
2009 年度地区採用枠 21 名　前年度継続 7 名　新規採用枠 14 名
被推薦者数 42 名　有資格者数 242 名　当年度推薦者枠 42 名

指定校担当職員に挨拶する松倉ガバナー パワーポイントを使用して説明する
高木米山奨学会常務理事

打合せ会の様子
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　去る 8 月 23 日（土）高崎ビューホテルにおいて地区内の各クラブより会長・財団委員長・国際奉
仕関係委員長に出席していただき開催されました。松倉ガバナーの挨拶に続いて、講師としてお招
きした２００８－０９ＲＩ理事エレクト・ロータリー財団第１ゾーン地域コーディネーター (RRFC)
黒田正宏ＲＩ第２８３０地区パストガバナーより「財団の目標と新補助金について」のテーマで
２００８年６月のＲＩ理事会で承認された未来の夢計画に基づく新補助金についてパワーポイント
を使って詳細に説明がありました。つづいて世界社会奉仕・友情交換委員会の大島雅彰地区委員長
より地区におけるＷＣＳ及びマッチンググラントの現状と取り組み方について報告と説明があり昼
食の後高木貞一郎地区財団委員長より「ロータリー財団について」また、補助金・奨学金・年次寄付・
恒久基金委員会の森田均委員長より「補助金・奨学金について」そして、ＧＳＥ・学友会・ポリオプ
ラス委員会の内山均委員長より「ＧＳＥ・ポリオプラスについて」それぞれの委員会としての要望と
説明がありました。その後ガバナー補佐にリーダーになってもらい分科会に移行して各分区ごとに
分かれてそれぞれのクラブの考え方や目標を発表してもらいましたが黒田コーディネーター・高木
委員長には各分区の会合の中に入って質問に丁寧に答えていただきました。分科会のとりまとめは
ガバナー補佐からそれぞれ発表があり最後に黒田コーディネーターよりセミナーに対しての講評を
いただき閉会しました。参加していただいた各クラブの会長・委員長の皆様は長時間にわたって研
修していただきありがとうございました。これからの財団活動に対しまして更なるご理解とご協力
をお願いいたします。また黒田コーディネーターにおかれましてはご多忙の中また遠路２８４０地
区の群馬までお越しいただきご指導いただきありがとうございました。

地区ロータリー財団セミナー・WCS セミナー開催報告
2008－09 年度

地区副幹事　浅川　達郎

基調講演講師 黒田正宏コーディネーター

大島委員長より
　　WCSについて

森田パストガバナーより
補助金等について

内山委員長より
　　GSEについて

分科会の様子
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　去る８月３０日、伊勢崎のクレインパーク山楽荘にて「青少年交換セミナー」が開催されました。
小暮高史地区青少年交換委員長の説明を中心に意義深い学習と交流ができました。交換学生の皆さ
んもそれぞれ率直で素晴らしい体験報告をしてくださいました。スペースの関係で今回はその中の
一部をご紹介致します。

　私は７月２３日から８月２４日までの一ヵ月間、オレゴン州のポートランドの近くのテュアラティ
ンという町でホームステイを経験してきました。ホストファミリーのデフォンテスさんの一家はご
両親と日本にきた高２のエマと中１の妹のクララの四人家族でした。
　お父さんはお医者さんで、お母さんも州政府で伝染病の研究をしている科学者でしたが、一ヶ月
の間本当によく私の面倒を見てくれました。私はアレルギー性でたまに喘息の発作が出ることがあ
るのですが、少し調子が悪くなったとき、私が持っていった薬を確認したり、真夜中でも少し苦し
くなったらいつでも部屋をノックして起こしていいよ、と言ってくれたりしました。お陰であまり
ホームシックを感じることもなく一ヶ月を過ごすことが出来ました。
　アメリカへ着いた時、どこか行きたい所はあるかと聞かれたので、マリナーズの野球が見たいと
答えました。シアトルとポートランドは地図で見るとそんなに遠くはなかったので、気楽に答えた
のですが、実際にチケットを取ってもらって行くことになったら、なんと片道が車で高速道路を４
時間もかかる距離で多分少し迷惑だったのかも知れません。マリナーズは負けてしまいましたが
イチローがヒットを打つところが見られたので満足しました。
　それ以外にもミュージカルのオペラ座の怪人やコーラスラインも見せてもらいました。特にオペ
ラ座の怪人は素晴らしい舞台で今でも時々想い出します。エマとクララとはいつも一緒に行動して
沢山の楽しい思い出を作りました。太平洋岸の海辺のコンドミニアムで２泊した時も、パズルをし
たり DVD を見たりしました。
　家にはダルメシアン系の雑種の犬が一匹とチンチラが二匹いました。どれもとても可愛く、帰る
時もとても名残惜しく、別れてきました。
家での食事はお父さんとお母さんが一緒に作っていました。お料理はとても美味しく楽しく味わう
ことが出来ました。お返しに、日本から持っていったカレーとうどんを料理してあげました。どち
らもとても美味しいと大好評でした。
　テュアラティンのロータリークラブの例会にも出席しました。２０人位のメンバーの人がいまし
た。鐘は鳴らしていましたが、歌は歌わず、何かみんなでスローガンみたいなものを叫んでいました。
全体の雰囲気が日本で出た例会よりやわらかく、リラックスしているような印象を受けました。ス
ピーチを指名されると考えて、簡単な原稿を前の晩に用意して行ったのですが、結局最後まで指名
されることはなく終わってしまいました。
　私の学校では、夏休み中にどこに行こうと、全員に同じ量の宿題が出ています。それも半端では
ないくらい大量の量の宿題なので、アメリカにも宿題を沢山持って行きました。エマはこの宿題の
量を見て、休みなのにこんなに沢山の宿題はおかしいと一緒に怒ってくれました。
　終業式の前の日にアメリカに行って、夏休みの終わ
る一週間前に帰国した訳なので絶対に全部の宿題が休
み中に完成するとは思いませんが、人には出来ない経
験をしてきたので、それも仕方がないことかなと勝手
に思っています。
　最後に、こんな貴重な体験を経験させて頂いたロー
タリークラブの皆様に心よりお礼申し上げて、報告と
させて頂きます。
　本当に有難うございました。

青少年交換セミナー報告　
～交換学生・体験報告のご紹介～

夏期交換学生
群馬県立渋川女子高校１年生

町田　麻子さんの報告

一年交換留学生による体験報告の様子
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　２００８年９月６日 ( 土 )、富岡市妙義町の妙義グリーンホテルにおいて当地区の「四大奉仕セミ
ナー」が開催された。これは、今年度から地区の特別委員会として位置付けられた地区研修委員会（清
章司委員長）が、従来は「奉仕プロジェクトセミナー」として、他のセミナーと抱き合わせるなど様々
な形で開催されたものを発展的に独立させ、「四大奉仕の理念」と貴重な情報源となるべき「ロータ
リーの友」、「ロータリー文庫」等への理解を深める事を目的に企画実施したものである。
　セミナーには、各クラブの会長、会長エレクト、クラブ研修リーダー、四大奉仕の委員長、雑誌
委員長を中心に地区役員も含めて２１７名が参加した。
　研修の前に先ずは腹ごしらえからである。会場に到着した参加者は、会場内に用意された昼食を
執り午後１時からの開会に備えた。
　プログラムは、ガバナー挨拶、基調講演、ロータリーの友委員の講話、質疑・意見交換、地区研修リー
ダー挨拶（講評）である。
　基調講演では、２００７年に「ＲＩ超我の奉仕賞」を受賞された国際ロータリー２６８０地区パ
ストガバナー田中毅先生（尼崎西 RC）を講師に迎え、「ロータリーの奉仕理念と実践（変遷）」と題
し自らの経験と実践を踏まえたお話しを頂いた。（約 90 分）
　休憩をはさみ、坂内光政地区ロータリーの友委員はロータリーの友やロータリー文庫等の現状に
ついて裏話を交えながら話され、情報源として是非活用してほしいと力説された。（約 30 分）
　質疑・意見交換は、田中、坂内、松倉、清、の４氏が質問を受ける形で行われ、会場からの様々
な質問に一つ一つ丁寧に答えているのが印象的であった。
　最後に、清章司地区研修リーダーから本日の研修を糧にロータリー活動に精進して欲しい旨の講
評を頂きセミナーを終了した。
　尚、田中毅先生の講演内容の詳細を知りたい方は、松倉ガバナー事務所までご連絡下さい。

四大奉仕セミナー開催報告
担当地区副幹事　新井　恒好

熱心に聴講する参加者質問を受ける坂内委員、田中先生、　　　　
　　　　　　　　　松倉ガバナー、清研修リーダー（左から）

挨拶に立つ松倉ガバナー 田中毅先生の基調講演
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地区主要行事一覧表・周年行事予定クラブ
～2008-2009　地区主要行事予定表～

 ク  ラ  ブ  名 周 年   予        定        日      開     催     場     所
前橋                          
前橋西                          
館林東                         
高崎                          
高崎セントラル  　　　      
前橋中央                         
藤岡
渋川みどり                      
沼田                                                                  
富岡中央                     　　　　　　　　   

5 5
4 5
2 5
5 5
1 0
1 5
4 5
1 5
5 0
1 5

前橋マーキュリーホテル
ロイヤルチェスター前橋
レストランジョイハウス
高崎ビューホテル
高崎ビューホテル
ロイヤルチェスター前橋
未定
未定
ディラン
未定

2008 年 10 月  ７日
2008 年 11 月 16 日
2009 年  3 月 15 日
2009 年  3 月 30 日
2009 年  4 月 11 日
2009 年  4 月 19 日
2009 年  4 月 25 日
2009 年  4 月 29 日
2009 年  5 月 10 日
未定

（火）
（日）
（日）
（月）
（土）
（日）
（土）
（水）
（日）

～周年行事予定クラブ～

 　　　　開    　　催            日                            項　　　　　　          目                                    場　　　　　　所　
 2008

 2009

ライラ研修
第 2回ガバナー諮問委員会
GSE 受け入れ 
地区指導者育成セミナー
RI 会長代理歓迎晩餐会
地区大会
ロータリー財団地域セミナー
ロータリー研究会
米山学友会クリスマス会
第３回青少年交換委員会
１年受入学生クリスマスパーティー
１年派遣交換学生選抜試験
第 3回ガバナー諮問委員会・ＧＥ壮行会
米山奨学生選考会  
1 年派遣学生　第 1回オリエンテーション
米山奨学生修了式・歓送迎会
インターアクト国際交流事業
青少年交換委員会 
１年受入学生　春の小旅行 
米山カウンセラｰセミナー
米山新規奨学生オリエンテーション
GSE 派遣
インターアクト国際交流事業（受け入れ）
第４回青少年交換委員会
１年派遣学生　第２回オリエンテーション
全国青少年交換委員会委員長会議
米山記念奨学生学友会総会
第５回青少年交換委員会・１年受入交換学生修了式
１年派遣交換学生　第３回オリエンテーション
第４回ガバナー諮問委員会
新旧地区役員連絡会議

妙義少年自然の家
前橋マーキュリーホテル

ホテル　アミューズ富岡
ホテル　アミューズ富岡
富岡市かぶら文化ホール・ホテルアミューズ富岡
お台場　メリディアン
お台場　メリディアン
ホテルメトロポリタン高崎

ホテルメトロポリタン高崎
ホテルメトロポリタン高崎

ホテルメトロポリタン高崎
台湾

長谷川ホテル
長谷川ホテル
韓国　大邸市

ホテルメトロポリタン高崎

4  ( 土 )　 ～　 5
19
13( 月 ) ～ 11.10
7
7
8
19( 水 )　～　20
21( 金 )　～　22
7
初    旬
〃
未    定
10
18
下    旬
21
未定
中    旬
春休み中
18
18
13( 月 ) ～５．11
未    定
下    旬
〃
未定
6
初    旬
〃
27
27

10.

11．

12．

1．

2．
3.

4．

5.
6．

（日）
（日）
（月）
（金）
（金）
（土）
（木）
（土）
（日）

（土）
（日）

（土）

（土）
（土）
（月）

（土）

（土）
（土）
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新会員紹介

訃報

鈴木　憲保
前橋東RC 前橋南RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年7月31日
和食 (寿司）
(有 )初日
代表取締役社長
相澤　克也

/
/
/
/
/

高橋歯科医院　（医院長）
高橋　郁雄

謹んでお悔やみ申し上げます。

沼田中央 RC

１９８６年３月６日
２００１年ー２００２年
２００２年ー２００３年
２００３年ー２００４年

１９９０年
１９９９年

入会
クラブ副会長
クラブ会長エレクト
クラブ会長

ポールハリスフェロー
米山ファントフェロー

２００８年７月２５日　逝去　（享年70　才）

川島　克彦

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年8月20日
リース
東和銀リース (株 )
代表取締役
中島　利郎

/
/
/
/
/

前橋東RC
新井　照秋

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年8月28日
情報通信業
日本パスコム (株 )
代表取締役社長
相澤　克也

/
/
/
/
/

林　秀明
前橋西RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年7月25日
ゴルフクラブ
(株 )赤城国際カントリークラブ
代表取締役
田村　誠夫

/
/
/
/
/

根岸　伊左夫
沼田中央RC

入  会  日  
職業分類
勤  務  先  
役       職
推  薦  者  

2008年9月4日
石材・葬祭
石長
社長
今井　誠

/
/
/
/
/
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文庫通信（252 号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資
料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、1 万 9 千余点を収集・整備し、皆様の
ご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、
絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
文献資料の電子化を進めており、資料ＰＤＦ閲覧の項目を追加しました。文庫通信もＰＤＦで閲覧
できます。ＰＤＦにアクセスしていただきますと、文献資料をパソコン画面に取り出す事ができます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。
ロータリー文庫ホームページ http://www.rotary-bunko.gr.jp へのリンクはご自由にお張りいただい
て結構です。

◆地区大会記念講演より◆
◎「世界の現状と日本の針路」
　奥田 碩　（D.2760）
◎「今、日本が直面する内外の課題」
　櫻井よしこ　（D.2570）
◎「世界の潮流と日本の進路」
　寺島実郎　（D.2660）
◎「国家の品格」
　藤原正彦　（D.2650）
◎「新政権でも改革と挑戦は続く～求められる幾百人のリーダーたち」
　佐々木 毅（D.2540）
◎「地域から交流する日本～オホーツクへの期待」
　月尾嘉男　（D.2500）
◎「歴史から見た大阪～浪華の民活」
　松平定知　（D.2660）
◎「自然のすごさに学ぶ」
　石田秀輝　（D.2800）
◎「夢をもたらす氷の世界」　
　本堂武夫　（D.2510）
◎「人と地球の命のために－今、私たちにできること」
　C.W. ニコル　（D.2820）
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　ロータリー文庫　　　
　〒105－0011 東京都港区芝公園 2－6－15 黒龍芝公園ビル 3F
　TEL : 03-3433-6456　FAX : 03-3459-7506　
　http://www.rotary-bunko.gr.jp
　開館 : 午前１０時～午後５時　休館 : 土・日・祝祭日

http://www.rotary-bunko.gr.jp
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_01-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_02-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_03-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_04-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_05-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_06-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_07-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_08-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_09-01.pdf
http://www.rotary-bunko.gr.jp/pdf/252/252_10-01.pdf
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